
かがやきプロジェクト

新川地域発展賞受賞記念祝賀会

次 第

○研究発表

【交流という視点からみた 富山県・笹川地区の観光】

発表者 富山国際大学現代社会学観光専攻・斎藤ゼミ生３年

○祝 賀 会

１．開 会

２．実 行 委 員 長 挨 拶

３．来 賓 祝 辞

４．乾 杯

５．懇 談 交 歓

６．万 歳

７．閉 会



-- 目 次 --

受 賞 の こ と ば ・ ・ ・ ２

選 考 の こ と ば ・ ・ ・ ３

本 賞 紹 介 ・ ・ ・ ４

かがやきプロジェクトの概要 ・ ・ ・ ５

かがやきプロジェクトのあゆみ ・ ・ ・ ７

主 な 活 動 内 容 紹 介 ・ ・ ・ ８

新 聞 記 事 ・ ・ ・ １１



受賞のことば

第３２回新川地域発展賞（新川経済倶楽部主催）において「笹川自治振興会・

かがやきプロジェクト」が本賞を受賞し、喜びに堪えません。

かがやきプロジェクトは、平成２５年１２月に県から「北陸新幹線時代の定

住・半定住受入モデル地域育成支援事業」の一地区に選定され、住民を主体に

しながら、県や町などと連携を密にし、事業に取り組んでまいりました。

このプロジェクトの特徴は、それぞれの課題に向かって創造的にチャレンジ

する８つの推進チームで組織されております。各推進チームのアドバイザーに

は、地区内外の知識人をはじめ、町の専門知識に長ける職員を配置し、笹川の

将来を担うリーダー等に助言・指導をいただきながら、各プロジェクトを推進

してきました。

その意味で、この度の受賞はプロジェクトチームのみならず、この事業推進

に関わってくださった皆様も含めた表彰だと受け止めています。

近年、笹川地区のような中山間地では、急激な人口減少と高齢化により暮ら

しの環境は厳しいものとなっておりますが、受賞を期に一層プロジェクトの課

題である「子どもの声がこだまする『安心・安全な里』笹川」に取り組み、笹

川自治振興会も住民の叡知を結集しつつ、関係各位のお知恵とお力を頂きなが

ら、普遍的な目標である「みんなが 笑顔で 住みやすい里 笹川づくり」

を目指していきたいと思います。

笹川自治振興会・かがやきプロジェクト実行委員会

委員長 小林 茂和









☆笹川地区の概要☆
笹川地区は、山に囲まれた山間集落であり、自然や歴史が豊かな地域です。

また、特産品の生産（実バラ・わさび・啓翁桜 etc）、地域の活性化、生きがい創出など、地

域のつながりを深める活動を積極的に行っています。

近年では、移住者・移住希望者が増加しており、チェコやスイスなど海外からも２組の家族

が移住してきています。

【人口】 ２８１人《高齢化率 47.8％》（平成２７年２月１日現在）

【世帯数】１１７世帯

【面積】 １４．０２㎢

☆かがやきプロジェクトの概要☆
北陸新幹線開業により、首都圏との移動時間の短縮、交流人口や移住者の増加が見込まれる

ことから、富山県では、平成２５年度から「定住・半定住受入モデル地域育成支援事業」を開

始しました。

笹川地区は県内で４カ所あるモデル地域の１カ所に選定され、「笹川に訪れたい、触れたい、

暮らしたい」思えるような基盤整備を図るため、平成２５年１２月に「子どもの声がこだます

る『安全・安心な里』笹川」を目指し、かがやきプロジェクト実行委員会を発足し、地域住民

と町・県が一体となって地域の将来像を考えています。

☆地域における役割分担☆
「かがやきプロジェクト」として８つのテーマを設け、各推進チームを組織。チームリーダ

ー・副リーダー・自治振興会からの支援者、知識人や行政からのアドバイザーを設置し、円滑

な事業推進を行なっている。

《各推進チームについて》

① 「暮らしの安全・安心」推進チーム

⇒防犯・防火・防災・交通安全・電気柵の強化等

②「住まいの提供」推進チーム

⇒空き家情報管理、所有者と希望者のマッチング

③「就労支援」推進チーム

⇒就労情報の整理・提供

④「交流・体験施設」推進チーム

⇒空き家・古民家の活用検討

⑤「特産品の充実」推進チーム

⇒特産品の開発、生きがい創出

⑥「笹川ブランド化」推進チーム

⇒生産者トップセールス、情報発信

⑦「史跡等のブラッシュアップ」推進チーム

⇒担い手育成、歴史に親しみやすい環境づくり

⑧「ウェルカム」推進チーム

⇒「おもてなし」の研究、観光コース整備



☆かがやきプロジェクトの主な歩み☆
年 度 月 活   動   内   容

２０１３年

（平成２５年）
12 かがやきプロジェクトが発足

第 1回新幹線開業に向けた「新川地区のツーリズムセミナー」受講

２０１４年

（平成２６年）

1
第 1回 農家民泊＆体験交流セミナー参加

移住者との交流懇談会

交流体験施設の古民家改造検討会（交流・体験施設推進チーム）

2

第 2回新幹線開業に向けた「新川地区のツーリズムセミナー」受講

第 2回 農家民泊＆体験交流セミナー参加

石川県「春蘭の里」へ視察研修

富山国際大学公開講座を受講

3

移住体験ツアーで移住者とツアー客の懇談会

空き家調査実施（住まいの提供推進チーム）

富山県議会傍聴(笹川の定住・半定住等の取り組みについて)
かがやきプロジェクトのセミナー(笹川のお宝と歴史 北陸の宮)
第３回 農家民泊＆体験交流セミナー参加

「ほたる最中」を企画発売（笹川ブランド化推進チーム）

木曽義仲・巴顕彰記念講演に参加

「ワンコイン おもてなし 人づくり講座」に参加

4 諏訪山の山道整備（史跡等のブラッシュアップ推進チーム）

とやまツーリズムがツアープランの現地調査

5 旧跡等の記録と現地調査（ウエルカム推進チーム）

プロジェクトチーム「かがやき」全体会議

6
民話スポットの調査・探検（ウエルカム推進チーム）

富山国際大学が笹川まち歩きマップ作成事前調査

東京笹川会で特産品の PR（ブランド化と特産品推進チーム合同）

7

富山国際大学が笹川でフィールドワーク（ウエルカム推進チーム）

富山市八尾・松原地区へブルーベリー農園を視察

帰農塾が笹川編を開催

諏訪山・山道開き（史跡等のブラッシュアップ推進チーム）

8
富山県「新しい街づくりの視点と空き家利活用」セミナーに参加

ふるさと交流会の開催

富山県・田舎暮らし体験ツァー（ウエルカム推進チーム）

9 愛知県・猿投台中学校が農村交流体験（ウエルカム推進チーム等）

移住者と空き家の賃貸契約に立ち合い（住まい提供推進チーム

10 ふるさと魅力発見・まち歩き笹川編（ウエルカム推進チーム等）

災害時における図上訓練（暮らしの安全・安全推進チーム）

11

笹川地区文化祭 ・ふれあい直売会（特産品充実推進チーム）

富山国際大学が笹川まち歩きマップ調査（ウエルカム推進チーム）

「有害鳥獣鳥獣対策」タウンミーティング（安全・安心推進チーム）

新川農林振興センター「中山間地・活性化フォーラム」の参加

小矢部市と南砺市へかがやきプロジェクトの視察研修

２０１５年

（平成２７年）

1
自然体験交流リスク・マネジメントのセミナー

プロジェクトチーム「かがやき」全体会議

第 2回グリーンツーリズム推進のための研究会

2 笹川まち歩きマップ作成会議（ウエルカム推進チーム）

移住希望者に空き家案内「住まい提供」推進チーム



－ 主な活動内容 －

・平成 26 年 1 月～3 月「農家民泊＆体験交流セミナー」

富山県新川農林振興センターが主催する「農家民宿＆

体験交流セミナー」に参加しました。

このセミナーは３回にわたり行なわれ、農家民宿や体

験交流施設の運営方法等を学びました。

セミナーを受講したことで、今後の笹川 PR のために

何をするべきか考えるよい機会となりました。

第 1回『誰が何のためにするのか？どうしたらできるのか？』

第 2回『地元にあるもの 自分でできることを提供しよう!』

第 3回『実際に企画して PRの準備をしよう!』

・平成 26 年 2 月 8・9 日（1泊 2日） 石川県「春蘭の里」視察研修

定住・半定住の先進地である「春蘭の里」への視察研

修を行ないました。

研修には２４名が参加し、交流体験施設の運営方法や

農家民宿での「おもてなし」方法などのノウハウを学び

ました。

・平成 26 年 3 月 19 日  かがやきセミナー「笹川のお宝と歴史」

今から 830年前の木曽義仲と宮崎太郎の関わりが紐

解かれ、諏訪神社をはじめとする地名が語る「笹川のお

宝と歴史」について、あさひガイドグループの水野瑠美

子さんの公演を開催。

また、地区住民全員で実施した「笹川のお宝アンケー

ト」についても、歴史等の掘り起こしや笹川の誇り、自

慢の必要性についてもアドバイスを受けました。



・平成 26 年 5 月 1 日～11 月 笹川の旧跡と民話調査・記録

「笹川のまち歩きマップ（仮称）」作成の基礎資料

とするために、ウエルカム推進チームが中心となって、

約５カ月にわたり笹川地区の旧跡や民話の里を調査

し、記録しました。

この調査と記録は、「笹川まち歩きマップ作成（仮

称）」の機運となりました。

・平成 26 年 6 月 14 日  関東地方へ笹川の特産品の PR 活動

「ブランド化推進チーム」と「特産品の充実推進チ

ーム」が東京で開催された「東京朝日会総会」におい

て、特産品の予約受付及び出張販売を行なってきまし

た。特産品の PRだけでなく、多くの予約をいただく

ことができました。

・平成 26 年 7 月 9 日 新たな特産品の取り組みと就労支援

富山市八尾・松原地区にあるブルーベリー農園を視

察しました。経営者である落合さんから、農園の取り

組み、管理・運営方法、経営方針、国や県等の支援策

等について学びました。

この視察には、笹川地区のダヴィッド夫妻も参加し、

今後のブルーベリー作りに活かしていきます。



・平成 26 年 7 月～11 月 富山国際大学「笹川まち歩きマップ」作成

富山国際大学の斉藤助教授のゼミナールの生徒

と共同で、笹川地区のまち歩きマップを作成するこ

ととなりました。

７月５日に、ゼミ生が笹川地区を巡り、マップ作

成の事前調査を行ないました。１１月には、フィー

ルドワークを行い、笹川地区の名所等を巡りました。

完成は平成２７年３月を予定しています。

・平成 26 年 10 月 15 日 災害時における図上訓練

「安全・安心推進チーム」が主体となり、町職員の

防災担当者を講師に招き、災害時における図上訓練を

実施。地図を使い議論をしながら、災害発生後の笹川

の被害状況や対応を予想することによって、笹川地区

の防災力を高め被害を軽減するノウハウを勉強しま

した。

・平成 26 年 11 月 14 日 小矢部・南砺市 先進地視察

笹川地区へ訪れた方へのおもてなし方法と、定住体

験施設運営方法を学ぶため、小矢部市と南砺市へ視察

研修に訪れました。

小矢部市では、倶利伽羅峠周辺で、朝日町と縁のあ

る「木曽義仲・巴御前」の歴史と観光ガイドのノウハ

ウを学びました。

南砺市では、定住促進ハウスを視察。現在整備を進

めている「交流体験施設運営」の参考としていきます。


